





























































22 週以上 37 週で出生）や低出生体重児（出生体重
が 2500 g 未満）に関連します．わが国の低出生体








た研究によれば，出生体重が 1500 g 未満で出生し
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た極低出生体重児が 20 歳にったときのインスリン
抵抗性は対照に比べて有意に高値であることが示さ
れています．移行期医療や，低出生体重児とNCD
の関連性から示唆されるのは，診療科の壁を取り
払った円滑な連携のもとに今後診療を展開していく
ことの重要性であるといっても過言ではありませ
ん．その他，こどものこころの問題や思春期医学，
発達障害児の増加，虐待なども重要な課題です．こ
れらの問題は，教育や社会との関わりなくして解決
はできません．
　繰り返しになりますが，小児医療の本質と課題を
知っておくことが，小児医療を理解するファースト
ステップだと思います．これを踏まえて本特集を読
んでいただければ望外の喜びです．
